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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して該被写体の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前
記画像データに対応する画像を表示する表示部と、を備えた撮像装置であって、
　前記表示部の表示画面上に設けられ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッ
チ位置に応じた信号を出力するタッチパネルと、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ状
態を判定するタッチ状態判定部と、
　前記初期タッチ位置を含む領域を前記画像から切出してトリミング画像を生成するトリ
ミング画像生成部と、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネル上の初期タッチ位
置を維持した状態で前記初期タッチ位置から該初期タッチ位置の指と同じ手の別の指でタ
ッチ可能な位置に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮影操作に関する操
作情報を表示させる表示制御部と、
　前記表示制御部が前記表示部に表示させた前記操作情報の表示領域上で前記タッチパネ
ルが外部からの物体のタッチを検出した場合、検出したタッチ位置に応じた前記操作情報
に従って当該撮像装置の撮影動作を制御する撮影制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記タッチ状態判定部が前記タッチパネル上の前記初期タッチ位置
から所定範囲内で一定時間継続してタッチされているタッチ状態を検出した場合、前記操
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作情報として前記トリミング画像を前記表示部に表示させることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記トリミング画像生成部が生成した前記トリミング画像に対し、前記操作情報に対応
する画像処理を行って操作情報画像を生成する画像処理部をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記画像処理部が生成した前記操作情報画像を前記操作情報として
前記表示領域に表示させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記画像処理部は、前記トリミング画像に対し、互いに異なる露出補正を行った複数の
前記操作情報画像を生成し、
　前記表示制御部は、複数の前記操作情報画像を前記表示部に表示させることを特徴とす
る請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　被写体を撮像して該被写体の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前
記画像データに対応する画像を表示する表示部と、前記表示部の表示画面上に設けられ、
外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位置に応じた信号を出力するタッチパ
ネルと、を備えた撮像装置が実行する撮像方法であって、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ状
態を判定するタッチ状態判定ステップと、
　前記初期タッチ位置を含む領域を前記画像から切出してトリミング画像を生成するトリ
ミング画像生成ステップと、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネル上の初期タッチ位
置を維持した状態で前記初期タッチ位置から該初期タッチ位置の指と同じ手の別の指でタ
ッチ可能な位置に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮影操作に関する操
作情報を表示させる表示制御ステップと、
　前記表示制御ステップが前記表示部に表示させた前記操作情報の表示領域上で前記タッ
チパネルが外部からの物体のタッチを検出した場合、検出したタッチ位置に応じた前記操
作情報に従って当該撮像装置の撮影動作を制御する撮影制御ステップと、
　を含み、
　前記表示制御ステップは、前記タッチ状態判定ステップにおいて前記タッチパネル上の
前記初期タッチ位置から所定範囲内で一定時間継続してタッチされているタッチ状態を検
出した場合、前記操作情報として前記トリミング画像を前記表示部に表示させることを特
徴とする撮像方法。
【請求項５】
　被写体を撮像して該被写体の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前
記画像データに対応する画像を表示する表示部と、前記表示部の表示画面上に設けられ、
外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位置に応じた信号を出力するタッチパ
ネルと、を備えた撮像装置に実行させるプログラムであって、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ状
態を判定するタッチ状態判定ステップと、
　前記初期タッチ位置を含む領域を前記画像から切出してトリミング画像を生成するトリ
ミング画像生成ステップと、
　前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネル上の初期タッチ位
置を維持した状態で前記初期タッチ位置から該初期タッチ位置の指と同じ手の別の指でタ
ッチ可能な位置に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮影操作に関する操
作情報を表示させる表示制御ステップと、
　前記表示制御ステップが前記表示部に表示させた前記操作情報の表示領域上で前記タッ
チパネルが外部からの物体のタッチを検出した場合、検出したタッチ位置に応じた前記操
作情報に従って当該撮像装置の撮影動作を制御する撮影制御ステップと、
　を含み、
　前記表示制御ステップは、前記タッチ状態判定ステップにおいて前記タッチパネル上の
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前記初期タッチ位置から所定範囲内で一定時間継続してタッチされているタッチ状態を検
出した場合、前記操作情報として前記トリミング画像を前記表示部に表示させることを特
徴とするプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を撮像して光電変換を行うことによって画像データを生成する撮像装
置、撮像方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等の撮像装置においては、画像を表示する表示部の表示画面上に
タッチパネルを設け、ユーザが撮影に関する操作をタッチパネルで行うことができる。
【０００３】
　また、ユーザがタッチパネルの表示画面にタッチする指の数や動作を検出し、この検出
結果に応じた操作内容を実行する技術が知られている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００８－５０８６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年の撮像装置は、表示画面の拡大に伴って、外装体の表面に操作入力用の
機械式スイッチ等を配置するスペースが無くなりつつある。このため、タッチパネルを用
いた様々な操作入力の方法を提案することが求められている。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、タッチパネルを用いて新規な操作入力
を行うことができる撮像装置、撮像方法およびプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる撮像装置は、被写体を
撮像して該被写体の画像データを生成する撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像デー
タに対応する画像を表示する表示部と、を備えた撮像装置であって、前記表示部の表示画
面上に設けられ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位置に応じた信号を
出力するタッチパネルと、前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチ
パネル上の初期タッチ位置の周辺に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮
影操作に関する操作情報を表示させる表示制御部と、前記表示制御部が前記表示部に表示
させた前記操作情報の表示領域上で前記タッチパネルが外部からの物体のタッチを検出し
た場合、検出したタッチ位置に応じた前記操作情報に従って当該撮像装置の撮影動作を制
御する撮影制御部と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記表示領域は、前記初期タッ
チ位置を中心とする円環状の領域の一部であることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記操作情報は、当該撮像装置
の動作を調整する動作情報および前記画像のパラメータを調整する画像調整情報を含むこ
とを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記タッチパネルが出力した前
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記信号に基づいて、前記タッチパネルにおけるタッチ状態を判定するタッチ状態判定部を
さらに備え、前記表示制御部は、前記タッチ状態判定部が前記タッチパネル上の初期タッ
チ位置から所定範囲内で一定時間継続してタッチされているタッチ状態を検出した場合、
前記操作情報を表示させることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記初期タッチ位置を含む領域
を前記画像から切出してトリミング画像を生成するトリミング画像生成部をさらに備え、
前記表示制御部は、前記タッチ状態判定部が前記タッチパネル上の初期タッチ位置から所
定範囲内で一定時間継続してタッチされているタッチ状態を検出した場合、前記トリミン
グ画像を前記表示部に表示させることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記トリミング画像生成部が生
成した前記トリミング画像に対し、前記操作情報に対応する画像処理を行って操作情報画
像を生成する画像処理部をさらに備え、前記表示制御部は、前記画像処理部が生成した前
記操作情報画像を前記操作情報として前記表示領域に表示させることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる撮像方法は、被写体を撮像して該被写体の画像データを生成する
撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像データに対応する画像を表示する表示部と、前
記表示部の表示画面上に設けられ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ位
置に応じた信号を出力するタッチパネルと、を備えた撮像装置が実行する撮像方法であっ
て、前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネル上の初期タッチ
位置の周辺に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮影操作に関する操作情
報を表示させる表示制御ステップと、前記表示制御ステップが前記表示部に表示させた前
記操作情報の表示領域上で前記タッチパネルが外部からの物体のタッチを検出した場合、
検出したタッチ位置に応じた前記操作情報に従って当該撮像装置の撮影動作を制御する撮
影制御ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかるプログラムは、被写体を撮像して該被写体の画像データを生成す
る撮像部と、前記撮像部が生成した前記画像データに対応する画像を表示する表示部と、
前記表示部の表示画面上に設けられ、外部からの物体のタッチを検出し、検出したタッチ
位置に応じた信号を出力するタッチパネルと、を備えた撮像装置に実行させるプログラム
であって、前記タッチパネルが出力した前記信号に基づいて、前記タッチパネル上の初期
タッチ位置の周辺に対応する前記表示部の表示領域に、当該撮像装置の撮影操作に関する
操作情報を表示させる表示制御ステップと、前記表示制御ステップが前記表示部に表示さ
せた前記操作情報の表示領域上で前記タッチパネルが外部からの物体のタッチを検出した
場合、検出したタッチ位置に応じた前記操作情報に従って当該撮像装置の撮影動作を制御
する撮影制御ステップと、を実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、タッチパネルから入力される信号に基づいて、表示制御部が初期タッ
チ位置の周辺に対応する表示部２０８の表示領域に、撮像装置１の撮影操作に関する操作
情報を表示させ、撮影制御部が表示部によって表示された操作情報の表示領域上でタッチ
パネルがタッチを検出した場合、検出したタッチ位置に応じた操作情報に従って撮像装置
の撮影動作を制御する。この結果、撮影者は、直感的な操作により、所望の撮影操作の入
力を行うことができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の被写体に面する側の構成を示
す斜視図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の撮影者に面する側の構成を示
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す斜視図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置の構成を示すブロック図である
。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置が行う動作の概要を示すフロー
チャートである。
【図５】図５は、図４に示すタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理の概要を示すフ
ローチャートである。
【図６】図６は、撮影者が撮像装置を用いて撮影する際にタッチパネルにタッチする状況
を示す図である。
【図７】図７は、図６に示す状況下で撮像装置の背面側を示す斜視図である。
【図８】図８は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報の表示位置を模式的に説明す
る図である。
【図９】図９は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報の表示位置を算出する際の概
要を説明する図である。
【図１０】図１０は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報の表示位置を算出する際
の概要を説明する図である。
【図１１】図１１は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報の表示位置を算出する際
の概要を説明する図である。
【図１２】図１２は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報の表示位置を算出する際
の概要を説明する図である。
【図１３】図１３は、図９～図１１に示す状況を模式的に補足する図である。
【図１４】図１４は、図９～図１１に示す状況を模式的に補足する図である。
【図１５】図１５は、図９～図１１に示す状況を模式的に補足する図である。
【図１６】図１６は、表示制御部が操作情報を表示部に表示させる際の表示位置を算出す
る算出方法の概要を説明する図である。
【図１７】図１７は、表示制御部によって算出された操作情報の表示位置の端部が表示部
の表示領域からはみ出す一例を示す図である。
【図１８】図１８は、表示制御部が表示部に表示させる操作情報としての帯部の一例を示
す図である。
【図１９】図１９は、表示制御部が操作情報を表示部に表示させる際の表示位置を算出す
る別の算出方法の概要を説明する図である。
【図２０】図２０は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図２２】図２２は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置が行うタッチパネル操作判
定・パラメータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【図２３】図２３は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図２４】図２４は、本発明の実施の形態３にかかる撮像装置が行うタッチパネル操作判
定・パラメータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【図２５】図２５は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図２６】図２６は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図２７】図２７は、本発明の実施の形態４にかかる撮像装置が行うタッチパネル操作判
定・パラメータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【図２８】図２８は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図２９】図２９は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【図３０】図３０は、表示部が表示する画像の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に、図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という
）について説明する。なお、以下の説明において、本発明にかかる撮像装置の一例として
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、デジタル一眼レフカメラを例示するが、この実施の形態によって本発明が限定されるも
のではない。また、図面の記載において、同一の部分には同一の符号を付している。
【００１８】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置１の被写体に面する側（前面側）の構
成を示す斜視図である。図２は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置１の撮影者に面
する側（背面側）の構成を示す図である。図３は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装
置の構成を示すブロック図である。図１～図３に示す撮像装置１は、本体部２と、本体部
２に着脱自在なレンズ部３と、を備える。
【００１９】
　図１～図３に示すように、本体部２は、撮像部２０１と、撮像駆動部２０２と、信号処
理部２０３と、発光部２０４と、タイマー２０５と、第１通信部２０６と、操作入力部２
０７と、表示部２０８と、タッチパネル２０９と、記憶部２１０と、制御部２１１と、を
備える。
【００２０】
　撮像部２０１は、レンズ部３が集光した光を受光して電気信号に変換するＣＣＤ（Char
ge　Coupled　Device）やＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）等
の撮像素子と、シャッタとを用いて構成される。
【００２１】
　撮像駆動部２０２は、レリーズ信号に応じて撮像部２０１を駆動させる。たとえば、撮
像駆動部２０２は、所定のタイミングで撮像部２０１の撮像素子から画像データ（アナロ
グ信号）を信号処理部２０３に出力させる。
【００２２】
　信号処理部２０３は、撮像部２０１から出力されるアナログ信号に増幅等の信号処理を
施した後、Ａ／Ｄ変換を行うことによってデジタルの画像データ（ＲＡＷデータ）を生成
して制御部２１１へ出力する。
【００２３】
　発光部２０４は、キセノンランプやＬＥＤ（Light　Emitting　Diode）等を用いて構成
される。発光部２０４は、撮像装置１が撮像する視野領域へ向けて補助光である光を照射
する。
【００２４】
　タイマー２０５は、計時機能や撮影日時の判定機能を有する。タイマー２０５は、撮像
された画像データに日時データを付加するため、制御部２１１へ日時データを出力する。
【００２５】
　第１通信部２０６は、本体部２に装着されるレンズ部３との通信を行うための通信イン
ターフェースである。
【００２６】
　操作入力部２０７は、図１および図２に示すように、撮像装置１の電源状態をオン状態
またはオフ状態に切換える電源スイッチ２０７ａと、静止画撮影の指示を与えるレリーズ
信号を入力するレリーズスイッチ２０７ｂと、撮像装置１に設定された各種撮影モードを
切換える撮影モード切換スイッチ２０７ｃと、を有する。
【００２７】
　表示部２０８は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）等からなる表示パネ
ルを用いて実現される。表示部２０８は、画像データに対応する画像を表示する。表示部
２０８は、撮像装置１の撮影動作に関する操作情報や撮影に関する撮影情報を表示する。
【００２８】
　タッチパネル２０９は、表示部２０８の表示画面上に設けられる。タッチパネル２０９
は、撮影者が表示部２０８で表示される情報に基づいてタッチ（接触）した位置を検出し
、この検出したタッチ位置に応じた信号を制御部２１１へ出力する。一般に、タッチパネ
ルとしては、抵抗膜方式、静電容量方式および光学方式等がある。本実施の形態１では、
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いずれの方式のタッチパネルであっても適用可能である。
【００２９】
　記憶部２１０は、撮像装置１の内部に固定的に設けられるフラッシュメモリやＤＲＡＭ
（Dynamic　Random　Access　Memory）等の半導体メモリを用いて実現される。記憶部２
１０は、撮像装置１を動作させるための各種プログラムおよびプログラムの実行中に使用
される各種データやパラメータ等を記憶する。記憶部２１０は、画像データを記憶すると
ともに、本体部２に装着可能なレンズ部３の情報およびレンズ部３の種類に応じた画像デ
ータの補正情報等を記憶する。なお、記憶部２１０は、外部から装着されるメモリカード
等のコンピュータで読取可能な記憶媒体を含むものであってもよい。
【００３０】
　制御部２１１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）等を用いて構成される。制御
部２１１は、操作入力部２０７からの指示信号およびタッチパネル２０９からの位置信号
等に応じて撮像装置１を構成する各部に対する指示やデータの転送等を行って撮像装置１
の動作を統括的に制御する。
【００３１】
　制御部２１１の詳細な構成について説明する。制御部２１１は、画像処理部２１１ａと
、顔検出部２１１ｂと、タッチ状態判定部２１１ｃと、表示制御部２１１ｄと、撮影制御
部２１１ｅと、を有する。
【００３２】
　画像処理部２１１ａは、信号処理部２０３から入力される画像データに対して各種の画
像処理を施して記憶部２１０へ出力する。具体的には、画像処理部２１１ａは、画像デー
タに対して、少なくともエッジ強調、ホワイトバランス、色補正およびγ補正を含む画像
処理を行う。画像処理部２１１ａは、ＪＰＥＧ（Joint　Photographic　Experts　Group
）方式に従って画像データを圧縮し、圧縮した画像データを記憶部２１０に記憶させても
よい。
【００３３】
　顔検出部２１１ｂは、画像データに対応する画像に含まれる人物の顔をパターンマッチ
ングによって検出する。なお、顔検出部２１１ｂは、人物の顔だけでなく、犬や猫等の顔
を検出してもよい。さらに、顔検出部２１１ｂは、パターンマッチン以外の周知技術を用
いて人物の顔を検出してもよい。
【００３４】
　タッチ状態判定部２１１ｃは、タッチパネル２０９が出力した位置信号に基づいて、タ
ッチパネル２０９におけるタッチ状態を判定する。具体的には、タッチ状態判定部２１１
ｃは、タッチパネル２０９上の初期タッチ位置から所定範囲内で一定時間継続してタッチ
されているタッチ状態を検出する。たとえば、タッチ状態判定部２１１ｃは、タッチパネ
ル２０９から入力される位置信号が所定時間（たとえば１秒）連続してタッチパネル２０
９の初期タッチ位置から所定範囲内を示し続けているか否かを判定することにより、撮影
者がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置でタッチし続けているか否かを判定する。
【００３５】
　表示制御部２１１ｄは、撮像装置１が撮影を行う際に、撮像装置１の撮影動作に関する
操作情報を表示部２０８に表示させる。ここで、操作情報とは、撮像装置１の露出値を調
整する露出値調整情報、画像のコントラストを調整するコントラスト調整情報、画像の階
調を調整する階調調整情報、画像の明るさを調整する明るさ調整情報、絞り値を調整する
絞り値調整情報、および撮影感度（ＩＳＯ感度）を調整する撮影感度調整情報である。ま
た、表示制御部２１１ｄは、タッチパネル２０９が出力する信号に基づいて、タッチパネ
ル２０９上の初期タッチ位置の周辺に対応する表示部２０８の表示領域に、撮像装置１の
撮影操作に関する操作情報を表示させる。具体的には、表示制御部２１１ｄは、タッチ状
態判定部２１１ｃがタッチパネル２０９上の初期タッチ位置から所定範囲内で一定時間継
続してタッチされているタッチ状態を検出した場合、初期タッチ位置の周辺に対応する表
示部２０８の表示領域に、撮像装置１の撮影操作に関して選択可能な複数の操作情報を表
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示させる。たとえば、表示制御部２１１ｄは、撮影者がタッチパネル２０９に対し、タッ
チしたタッチ位置の周辺の表示領域に操作情報を表示部２０８に表示させる。
【００３６】
　撮影制御部２１１ｅは、レリーズ信号が入力された場合、撮像装置１における静止画撮
影動作を開始する制御を行う。ここで、撮像装置１における静止画撮影動作とは、撮像駆
動部２０２の駆動によって撮像部２０１が出力した画像データに対し、信号処理部２０３
および画像処理部２１１ａが所定の処理を施す動作をいう。このようにして処理が施され
た画像データは、撮影制御部２１１ｅによって記憶部２１０に記憶される。また、撮影制
御部２１１ｅは、表示制御部２１１ｄが表示部２０８に操作情報を表示させている場合に
おいて、タッチパネル２０９が外部からの物体のタッチを検出した場合、検出したタッチ
位置に応じた操作情報に従って撮像装置１の撮影動作を制御する。具体的には、撮影制御
部２１１ｅは、撮影者が表示部２０８によって表示されている操作情報の表示領域上をタ
ッチした場合において、タッチパネル２０９から入力される位置信号に応じた操作情報に
従って、撮像装置１の撮影動作、たとえば露出値や絞りを調整する。
【００３７】
　以上の構成を有する本体部２に対して、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）、音声入出力
機能およびインターネットを介して外部のパーソナルコンピュータ（図示せず）と双方向
に通信を行う通信機能等を具備させてもよい。
【００３８】
　レンズ部３は、光学系３０１と、レンズ駆動部３０２と、絞り３０３と、絞り駆動部３
０４と、レンズ操作部３０５と、レンズ記憶部３０６と、レンズ通信部３０７と、レンズ
制御部３０８と、を備える。
【００３９】
　光学系３０１は、画角を変更するズームレンズおよびピント位置を調整するフォーカス
レンズ等の複数のレンズを用いて構成される。光学系３０１は、所定の視野領域から光を
集光し、この集光した光を撮像部２０１に結像する。レンズ駆動部３０２は、ステッピン
グモータやＤＣモータ等を用いて構成される。レンズ駆動部３０２は、光学系３０１のレ
ンズを光軸Ｏ上で移動させることにより、光学系３０１のピント位置や画角等の変更を行
う。
【００４０】
　絞り３０３は、光学系３０１が集光した光の入射量を制限することにより露出の調整を
行う。絞り駆動部３０４は、ステッピングモータ等を用いて構成される。絞り駆動部３０
４は、絞り３０３を駆動することにより、撮像部２０１に入射する光の光量を調整する。
【００４１】
　レンズ操作部３０５は、レンズ部３のレンズ鏡筒の周囲に設けられるズームリングやピ
ントリングであり、光学系３０１内のレンズを操作する信号が入力される。なお、レンズ
操作部３０５は、プッシュ式のスイッチ等であってもよい。
【００４２】
　レンズ記憶部３０６は、光学系３０１の位置や動きを決定するための制御用プログラム
を記憶する。レンズ記憶部３０６は、光学系３０１の倍率、焦点距離、収差およびＦ値（
明るさＮｏ）等を記憶する。
【００４３】
　レンズ通信部３０７は、レンズ部３が本体部２に装着されたときに、本体部２の第１通
信部２０６と通信を行うための通信インターフェースである。
【００４４】
　レンズ制御部３０８は、ＣＰＵ等を用いて構成される。レンズ制御部３０８は、本体部
２からの指示信号に応じてレンズ部３の動作を制御する。
【００４５】
　以上の構成を有する撮像装置１が行う動作について説明する。図４は、本実施の形態１
にかかる撮像装置１が行う動作の概要を示すフローチャートである。
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【００４６】
　図４に示すように、まず、撮像装置１が撮影モードに設定されている場合（ステップＳ
１０１：Ｙｅｓ）について説明する。この場合、表示制御部２１１ｄは、撮像部２０１が
一定の微小な時間間隔で連続的に生成する画像データに対応するライブビュー画像を表示
部２０８に表示させる（ステップＳ１０２）。
【００４７】
　続いて、タッチパネル２０９から入力される位置信号に従ってタッチパネル２０９に対
する撮影者の操作内容を判定および操作内容に応じて撮影動作のパラメータを変更するタ
ッチパネル操作判定・パラメータ変更処理を実行する（ステップＳ１０３）。なお、タッ
チパネル操作判定・パラメータ変更処理の内容については後述する。
【００４８】
　その後、レリーズスイッチ２０７ｂが操作されることにより、レリーズ信号が入力され
た場合（ステップＳ１０４：Ｙｅｓ）、撮影制御部２１１ｅは、静止画撮影の撮影を実行
し（ステップＳ１０５）、撮影した画像データを記憶部２１０に記憶する（ステップＳ１
０６）。
【００４９】
　ステップＳ１０６の後、制御部２１１は、電源スイッチ２０７ａが操作されることによ
り撮像装置１の電源がオフ状態であるか否かを判断する（ステップＳ１０７）。撮像装置
１の電源がオフ状態であると制御部２１１が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｙｅｓ）
、撮像装置１は、本処理を終了する。一方、撮像装置１の電源がオフ状態でないと制御部
２１１が判断した場合（ステップＳ１０７：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０１へ
戻る。
【００５０】
　ステップＳ１０４において、レリーズスイッチ２０７ｂを介して、レリーズ信号が入力
されていない場合（ステップＳ１０４：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０７へ移行
する。
【００５１】
　つぎに、撮像装置１が撮影モードに設定されておらず（ステップＳ１０１：Ｎｏ）、撮
像装置１が再生モードに設定されている場合（ステップＳ１０８：Ｙｅｓ）について説明
する。この場合、表示制御部２１１ｄは、記憶部２１０が記憶する画像データに対応する
画像を表示部２０８に再生させる（ステップＳ１０９）。
【００５２】
　続いて、所定時間（たとえば３秒）内に表示部２０８が表示する画像の切換操作が行わ
れた場合（ステップＳ１１０：Ｙｅｓ）、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８が表示す
る画像を次の画像に切換える（ステップＳ１１１）。その後、撮像装置１は、ステップＳ
１０９へ戻る。
【００５３】
　ステップＳ１１０において、所定時間内に表示部２０８が表示する画像の切換操作がな
い場合（ステップＳ１１０：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０７へ移行する。
【００５４】
　ステップＳ１０８において、撮像装置１が再生モードに設定されていない場合（ステッ
プＳ１０８：Ｎｏ）、撮像装置１は、ステップＳ１０７へ移行する。
【００５５】
　つぎに、図４に示したステップＳ１０３のタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理
について説明する。図５は、図４に示すタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理の概
要を示すフローチャートである。
【００５６】
　図５に示すように、まず、制御部２１１は、タッチパネル２０９がタッチを検出したか
否かを判断する（ステップＳ２０１）。
【００５７】



(10) JP 5855862 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

　図６は、撮影者が撮像装置１を用いて撮影する際にタッチパネル２０９にタッチする状
況を示す図である。図７は、図６に示す状況下で撮像装置１の背面側を示す斜視図である
。図６および図７に示すように、たとえば、制御部２１１は、撮影者が表示部２０８によ
って表示されているライブビュー画像Ｗｎ（ｎ＝自然数）の略中央に位置する主要被写体
Ａ１に対し、人差し指Ｆ１でタッチしたか否かを判断する。具体的には、制御部２１１は
、タッチパネル２０９から位置信号が入力されたか否かを判断する。タッチパネル２０９
がタッチを検出したと制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０１：Ｙｅｓ）、撮像
装置１は、後述するステップＳ２０２へ移行する。一方、タッチパネル２０９がタッチを
検出していないと制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０１：Ｎｏ）、撮像装置１
は、図４に示すメインルーチンへ戻る。
【００５８】
　ステップＳ２０２において、制御部２１１は、表示部２０８が撮像装置１の撮影操作に
関して選択可能な操作情報を表示しているか否かを判断する。表示部２０８が撮像装置１
の撮影操作に関して選択可能な操作情報を表示していると制御部２１１が判断した場合（
ステップＳ２０２：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述するステップＳ２０８へ移行する。一
方、表示部２０８が撮像装置１の撮影操作に関して選択可能な操作情報を表示していない
と制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０２：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するス
テップＳ２０３へ移行する。
【００５９】
　ステップＳ２０３において、タッチ状態判定部２１１ｃは、撮影者がタッチパネル２０
９に対し、ほぼ同じ位置でタッチを継続しているか否かを判定する。具体的には、タッチ
パネル２０９から入力される位置信号がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置を示し続けて
いるか否かを判定する。撮影者がタッチパネル２０９に対し、ほぼ同じ位置でタッチを継
続しているとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ２０３：Ｙｅｓ）、
撮像装置１は、ステップＳ２０４へ移行する。一方、撮影者がタッチパネル２０９に対し
、ほぼ同じ位置でタッチを継続していないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（
ステップＳ２０３：Ｎｏ）、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る。
【００６０】
　ステップＳ２０４において、表示制御部２１１ｄは、タッチパネル２０９から入力され
る位置信号に基づいて、表示部２０８に表示させる操作情報の表示位置を算出する。
【００６１】
　ここで、表示制御部２１１ｄが表示部２０８に表示させる操作情報の表示位置の算出方
法について説明する。図８は、表示制御部２１１ｄが表示部２０８に表示させる操作情報
の表示位置を模式的に説明する図である。図９～図１２は、表示制御部２１１ｄが表示部
２０８に表示させる操作情報の表示位置を算出する際の概要を説明する図である。図１３
～図１５は、図９～図１１に示す状況を模式的に補足する図である。また、図１３～図１
５において、手首より先の関節部分を「○」で表現し、骨を直線で表示する。なお、図８
～図１５においては、人差し指と親指との関係に基づいて説明するが、たとえば中指と親
指または薬指と人差し指であってもほぼ同様である。
【００６２】
　図８に示すように、表示制御部２１１ｄは、撮影者の人差し指Ｆ１がタッチパネル２０
９にタッチしている状態で、人差し指Ｆ１を中心にして親指Ｆ２を動かせる軌跡上であっ
て、人差し指Ｆ１と親指Ｆ２とが所定の距離を保てる表示領域上に操作情報として帯部Ｋ
１を表示部２０８に表示させる。具体的には、図８および図９に示すように、表示制御部
２１１ｄは、撮影者が人差し指Ｆ１を中心にして親指Ｆ２を動かせる軌跡によって定まる
半径Ｒｆの円弧上の表示領域に操作情報として帯部Ｋ１を表示部２０８に表示させる。
【００６３】
　また、図９および図１０に示すように、人差し指Ｆ１と親指Ｆ２との距離Ｒｆが狭まる
ことで距離Ｒｆ0になった場合、タッチパネル２０９は、人差し指Ｆ１のタッチ位置およ
び親指Ｆ２のタッチ位置が近接するため、人差し指Ｆ１および親指Ｆ２それぞれのタッチ
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位置を正確に検出することが難しくなる。さらに、図１０に示すように、人差し指Ｆ１と
親指Ｆ２との距離が狭い場合、撮影者は、人差し指Ｆ１を中心にして親指Ｆ２を円弧状に
動かしたときの操作域も狭まる。これに対して、図９に示す状態から人差し指Ｆ１と親指
Ｆ２との距離を徐々に大きくしていき、表示部２０８の表示領域から外れた場合、タッチ
パネル２０９は、人差し指Ｆ１と親指Ｆ２とのタッチ位置を検出することができない。
【００６４】
　また、図１１に示すように、撮影者は、手首をひねることができるため、様々なタッチ
操作を行うことが可能である。しかしながら、撮影者は、撮影を行う場合、被写体のブレ
を防止するため、片方の手（左手）で撮像装置１を固定しつつ、タッチ操作を行わなけれ
ばならない。このため、図１３に示すように、撮影者は、人差し指Ｆ１を中心にして親指
Ｆ２の付け根付近の間接部分までで操作する方が無理なく、さりげなく簡単である。
【００６５】
　また、図９および図１１に示すような状態では、撮影者は、人差し指Ｆ１と親指Ｆ２と
の距離を確保するため、手首から親指Ｆ２の先端に向う全ての関節を伸ばしきってしまう
（図１３を参照）。このため、撮影者は、人差し指Ｆ１を中心して親指Ｆ２を回転させる
場合、手首を動かすような操作になってしまう。
【００６６】
　これに対して、図１２に示すような状態では、撮影者は、人差し指Ｆ１および親指Ｆ２
の関節が緩やかに曲げられている（図１４を参照）。このため、図１４および図１５に示
すように、撮影者は、人差し指Ｆ１および親指Ｆ２それぞれの関節に余裕があるため、手
首を回さずに、人差し指Ｆ１を中心にして親指Ｆ２でタッチしながらスライド操作を行う
ことができる。具体的には、人差し指Ｆ１と親指Ｆ２との距離Ｒｆは、たとえば３ｃｍ程
度となり、図１２の角度θ1は、４５度程度となる。
【００６７】
　このように、表示制御部２１１ｄは、図１１に示すような撮影者が手首を使って大きく
動かすのではなく、手首より先または指の関節を動かすだけで撮影者が操作可能な表示部
２０８の表示領域に操作情報を表示部２０８に表示させる。具体的には、表示制御部２１
１ｄは、人差し指Ｆ１でタッチパネル２０９をタッチした初期タッチ位置を中心とする円
環状の領域の一部に表示領域に操作情報を表示させる。
【００６８】
　図１６は、表示制御部２１１ｄが操作情報を表示部２０８に表示させる際の表示位置を
算出する算出方法の概要を説明する図である。図１６においては、表示部２０８の表示画
面における左下を原点とし、表示部２０８の横方向をｘ軸とし、縦方向をｙ軸とする座標
系として考える。
【００６９】
　図１６に示すように、表示制御部２１１ｄは、撮影者の人差し指Ｆ１がタッチパネル２
０９にタッチされた位置の座標Ａを（ｘf，ｙf）とした場合、操作情報を表示する表示領
域の端部を点Ｂ（ｘb，ｙb）および点Ｃ（ｘc，ｙc）としたとき、以下の式によって点Ｂ
および点Ｃを算出する。
　ｙb＝ｙf－ΔＲf　　　・・・（１）
になる。同様に、
　ｘc＝ｘf－１／２1/2　　　・・・（２）
になる。また、
　ｙc＝ｙf－１／２1/2　　　・・・（３）
になる。
【００７０】
　このように、表示制御部２１１ｄは、式（１）～（３）を用いて、撮影者の人差し指Ｆ
１がタッチパネル２０９にタッチされた位置（点Ａ）を基準に、操作情報を表示する表示
位置（点Ｂ，点Ｃ）を算出する。
【００７１】
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　図５に戻り、ステップＳ２０５以降の説明を続ける。ステップＳ２０５において、制御
部２１１は、表示制御部２１１ｄによって算出された操作情報の表示位置が表示部２０８
の表示領域内で表示可能であるか否かを判断する。たとえば、図１７に示すように、表示
制御部２１１ｄによって算出された操作情報の表示位置の端部（点Ｂ，点Ｃ）の少なくと
も一方が表示部２０８の表示領域からはみ出す場合、制御部２１１は、表示制御部２１１
ｄによって算出された表示位置に操作情報を表示できないと判断する。なお、図１７に示
す状況では、制御部２１１は、点Ｂおよび点Ｃのどちらも表示部２０８の表示領域からは
み出すため、表示制御部２１１ｄによって算出された表示位置に操作情報を表示できない
と判断する。表示制御部２１１ｄによって算出された表示位置に操作情報を表示可能であ
ると制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０５：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述す
るステップＳ２０６へ移行する。一方、表示制御部２１１ｄによって算出された表示位置
に操作情報を表示可能でないと制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０５：Ｎｏ）
、撮像装置１は、後述するステップＳ２０７へ移行する。
【００７２】
　ステップＳ２０６において、表示制御部２１１ｄは、算出した点Ｂと点Ｃとを結ぶ直線
上に帯部Ｋ１を表示部２０８に表示させる。具体的には、図１８に示すように、表示制御
部２１１ｄは、点Ｂと点Ｃとを結ぶ直線上に帯部Ｋ１を表示部２０８に表示させる。その
後、撮像装置１は、図４に示すメインルーチンへ戻る。
【００７３】
　ステップＳ２０５において、表示制御部２１１ｄによって算出された表示位置に操作情
報を表示可能でないと制御部２１１が判断した場合（ステップＳ２０５：Ｎｏ）について
説明する。この場合、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の表示領域の所定の位置に操
作情報を表示部２０８に表示させる（ステップＳ２０７）。
【００７４】
　図１９は、表示制御部２１１ｄが操作情報を表示部２０８に表示させる際の表示位置を
算出する別の算出方法の概要を説明する図である。図１９においては、表示部２０８の表
示画面における左下を原点とし、表示部２０８の横方向をｘ軸とし、縦方向をｙ軸とする
座標系として考える。
【００７５】
　図１９に示すように、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の画面右上の位置の座標Ｄ
を（ｘ1，ｙ1）、表示部２０８の画面右下の位置の座標を（ｘ1，０）とした場合、操作
情報を表示する表示領域の端部を点Ｄ（ｘd，ｙd）および点Ｅ（ｘe，ｙe）としたとき、
以下の式によって点Ｄおよび点Ｅを算出する。
　ｘd＝０．９×ｘ1　　　・・・（４）
になる。同様に、
　ｙd＝０．９×ｙ1　　　・・・（５）
になる。また
　ｘe＝０．９×ｘ1　　　・・・（６）
になる。同様に、
　ｙe＝０．１×ｙ1　　　・・・（７）
になる。
【００７６】
　このように、表示制御部２１１ｄは、式（４）～（７）を用いて、操作情報を表示する
表示位置（点Ｄ，点Ｃ）を算出し、この算出した点Ｄと点Ｅとを結ぶ直線上に帯部Ｋ２を
表示部２０８に表示させる。その後、撮像装置１は、図４に示すメインルーチンへ戻る。
【００７７】
　ステップＳ２０２において、表示部２０８が操作情報を表示していると制御部２１１が
判断した場合（ステップＳ２０２）について説明する。この場合、タッチ状態判定部２１
１ｃは、撮影者がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置でタッチを継続しているか否かを判
断する（ステップＳ２０８）。撮影者がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置でタッチを継
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続しているとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ２０８：Ｙｅｓ）、
撮像装置１は、後述するステップＳ２０９へ移行する。一方、撮影者がタッチパネル２０
９のほぼ同じ位置でタッチを継続していないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合
（ステップＳ２０８：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するステップＳ２１１へ移行する。
【００７８】
　ステップＳ２０９において、タッチ状態判定部２１１ｃは、撮影者が表示部２０８によ
って表示されているライブビュー画像Ｗｎ上の帯部Ｋ１にタッチしたか否かを判定する。
撮影者が表示部２０８によって表示されているライブビュー画像Ｗｎ上の帯部Ｋ１にタッ
チしたとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ２０９：Ｙｅｓ）、撮影
制御部２１１ｅは、撮影者が帯部Ｋ１にタッチしたタッチ位置に従って、撮像装置１が撮
影する画像の露出を補正する（ステップＳ２１０）。具体的には、撮影制御部２１１ｅは
、図２０に示すように、撮影者が帯部Ｋ１にタッチしたタッチ位置に従って、絞り駆動部
３０４を駆動することにより、ライブビュー画像の露出値を調整する。図２０（ａ）に示
す状況では、撮影者は、表示部２０８が表示するライブビュー画像Ｗｎが暗いため、帯部
Ｋ１をタッチすることにより、露出値をプラス側にする調整を行う（図２０（ｂ））。そ
の後、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る。
【００７９】
　ステップＳ２０９において、撮影者が表示部２０８によって表示されているライブビュ
ー画像Ｗｎ上の帯部Ｋ１にタッチしていないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合
（ステップＳ２０９：Ｎｏ）、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る。
【００８０】
　ステップＳ２０８において、撮影者がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置でタッチを継
続していないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ２０８：Ｎｏ）に
ついて説明する。この場合、制御部２１１は、表示部２０８が操作情報としての帯部Ｋ１
を表示してから所定時間（５秒）経過したか否かを判断する（ステップＳ２１１）。表示
部２０８が操作情報としての帯部Ｋ１を表示してから所定時間経過していると制御部２１
１が判断した場合（ステップＳ２１１：Ｙｅｓ）、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８
が表示しているライブビュー画像Ｗｎ上の操作情報としての帯部Ｋ１を削除する（ステッ
プＳ２１２）。その後、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る。一方、表示部２０
８が操作情報としての帯部Ｋ１を表示してから所定時間経過していないと制御部２１１が
判断した場合（ステップＳ２１１：Ｎｏ）、撮像装置１は、図４のメインルーチンへ戻る
。
【００８１】
　以上説明した本発明の実施の形態１によれば、タッチパネル２０９から入力される位置
信号に基づいて、撮影者の一つの指がほぼ同じ位置でタッチ状態を維持しているとタッチ
状態判定部２１１ｃが判定した場合、表示制御部２１１ｄがタッチ位置の周辺における表
示領域に撮像装置１の撮影操作に関して選択可能な操作情報を表示部２０８に表示させ、
撮影制御部２１１ｅが表示部２０８によって表示された操作情報の表示領域上でタッチを
検出した場合、検出したタッチ位置に応じた操作情報に従って撮像装置１の撮影動作を制
御する。この結果、撮影者は、直感的な操作により、所望の撮影操作の入力を行うことが
できる。
【００８２】
　さらに、本発明の実施の形態１によれば、撮影者が表示部２０８に表示される操作情報
としての帯部Ｋ１に対し、アナログ的なスライド操作を行うことで、リアルタイムで画像
の変化を確認することができる。
【００８３】
　なお、本発明の実施の形態１では、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８に操作情報と
帯状で表示部２０８に表示させていたが、たとえば所定の幅を有する円弧状で表示部２０
８に表示させてもよい。
【００８４】
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　また、本発明の実施の形態１では、操作情報として露出値を調整する場合に説明したが
、たとえばコントラスト、階調、彩度、シャッタスピードおよび撮影感度等の各種撮影操
作に用いることができる。この場合、たとえば、撮影者が親指Ｆ２でタッチパネル２０９
をタッチするタッチ回数に基づいて、表示制御部２１１ｄが撮影操作の内容を順次変更す
るようにしてもよい。具体的には、表示制御部２１１ｄは、コントラスト、階調、彩度、
シャッタスピード、撮影感度および露出値の順で表示部２０８に表示させてもよい。
【００８５】
　また、本発明の実施の形態１では、撮像装置１の撮影モードにおいてタッチパネル操作
判定・パラメータ変更処理を行っていたが、撮影した画像データを表示部２０８で再生す
る再生モードにおいても適用することができる。
【００８６】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。本発明の実施の形態２にかかる撮像
装置は、制御部の構成が上述した撮像装置と異なる。さらに、本発明の実施の形態２にか
かる撮像装置が行うタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理の内容が異なる。このた
め、以下においては、上述した実施の形態１と異なる構成を説明後、本発明の実施の形態
２にかかる撮像装置によるタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理の内容について説
明する。なお、図面の記載において、同一の部分には同一の符号を付している。
【００８７】
　図２１は、本発明の実施の形態２にかかる撮像装置１００の構成を示すブロック図であ
る。図２１に示すように、撮像装置１００は、本体部４００と、レンズ部３と、を備える
。
【００８８】
　本体部４００は、撮像部２０１と、撮像駆動部２０２と、信号処理部２０３と、発光部
２０４と、タイマー２０５と、第１通信部２０６と、操作入力部２０７と、表示部２０８
と、タッチパネル２０９と、記憶部２１０と、制御部４０１と、を備える。
【００８９】
　制御部４０１は、画像処理部２１１ａと、顔検出部２１１ｂと、タッチ状態判定部２１
１ｃと、表示制御部２１１ｄと、撮影制御部２１１ｅと、トリミング画像生成部４０１ｆ
と、を有する。
【００９０】
　トリミング画像生成部４０１ｆは、タッチパネル２０９から入力される位置信号に基づ
いて、撮影者がタッチしたタッチ位置を含む領域を切出してトリミング画像を生成する。
具体的には、トリミング画像生成部４０１ｆは、撮影者が表示部２０８によって表示され
ているライブビュー画像上をタッチしたタッチ位置を含み、所定の大きさ、たとえば表示
部２０８の表示領域の１６分の１の領域を有する大きさで切出したトリミング画像を生成
する。なお、トリミング画像の大きさは適宜設定することができる。
【００９１】
　つぎに、本実施の形態２にかかる撮像装置１００が行う図４のステップＳ１０３におけ
るタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理について説明する。図２２は、タッチパネ
ル操作判定・パラメータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【００９２】
　図２２において、ステップＳ３０１～ステップＳ３０３は、上述したステップＳ２０１
～ステップＳ２０３それぞれに対応する。
【００９３】
　ステップＳ３０４において、トリミング画像生成部４０１ｆは、タッチパネル２０９か
ら入力される位置信号に基づいて、撮影者がタッチしたタッチ位置を含む領域をライブビ
ュー画像から切出してトリミング画像を生成する。
【００９４】
　続いて、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８によって表示されているライブビュー画
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像Ｗｎ上の所定の位置に、トリミング画像生成部４０１ｆが生成したトリミング画像を表
示部２０８に表示させる（ステップＳ３０５）。具体的には、図２３に示すように、表示
制御部２１１ｄは、表示部２０８によって表示されているライブビュー画像Ｗｎ上におけ
る所定の位置、たとえば画面の左上にトリミング画像Ｔ１を表示部２０８に表示させる。
これにより、撮影者は、タッチパネル２０９を介して所望の被写体にタッチをすることで
、被写体が指で隠れるようなことがあっても、トリミング画像Ｔ１で確認することができ
る。ステップＳ３０５の後、撮像装置１は、ステップＳ３０６へ移行する。
【００９５】
　ステップＳ３０６～ステップＳ３１４は、ステップＳ２０５～ステップＳ２１２それぞ
れに対応する。
【００９６】
　以上説明した本発明の実施の形態２では、トリミング画像生成部４０１ｆがタッチパネ
ル２０９から入力される位置信号に基づいて、撮影者がタッチしたタッチ位置を含む領域
をライブビュー画像Ｗｎから切出してトリミング画像を生成し、表示制御部２１１ｄが表
示部２０８によって表示されているライブビュー画像Ｗｎ上における所定の位置にトリミ
ング画像Ｔ１を表示部２０８に表示させる。これにより、撮影者は、所望の被写体が指で
隠れるようなことがあっても、トリミング画像Ｔ１で確認しながら、直感的な操作により
、所望の撮影操作の入力を行うことができる。
【００９７】
（実施の形態３）
　つぎに、本発明の実施の形態３について説明する。本発明の実施の形態３は、上述した
実施の形態２と同様の構成を有し、撮像装置が行うタッチパネル操作判定・パラメータ変
更処理のみ異なる。このため、以下において、本発明の実施の形態３にかかる撮像装置に
よるタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理を説明する。なお、図面の記載において
、同一の部分には同一の符号を付している。
【００９８】
　図２４は、本実施の形態３にかかる撮像装置１００が行うタッチパネル操作判定・パラ
メータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【００９９】
　図２４において、ステップＳ４０１～ステップＳ４０４は、上述したステップＳ３０１
～ステップＳ３０４それぞれに対応する。
【０１００】
　ステップＳ４０５において、画像処理部２１１ａは、操作情報画像としてトリミング画
像生成部４０１ｆが生成したトリミング画像の露出値をプラス側とマイナス側にそれぞれ
画像処理を施した補正画像を生成する。
【０１０１】
　ステップＳ４０６～ステップＳ４０７は、上述したステップＳ２０４～ステップＳ２０
５それぞれに対応する。
【０１０２】
　ステップＳ４０８において、表示制御部２１１ｄは、点Ｃに画像処理部２１１ａがプラ
ス側に露出補正を施したプラス側露出補正画像を表示し、点Ｂに画像処理部２１１ａがマ
イナス側に露出補正を施したマイナス側露出補正画像を表示し（ステップＳ４０９）、点
Ｂと点Ｃとを結ぶ直線上の中間地点にトリミング画像生成部４０１ｆが生成したトリミン
グ画像を表示する（ステップＳ４１０）。具体的には、図２５に示すように、表示制御部
２１１ｄは、点Ｃにプラス側露出補正画像Ｔ２、点Ｂにマイナス側露出補正画像Ｔ３およ
び点Ｃと点Ｂとを結ぶ直線上の中間地点にトリミング画像Ｔ１をそれぞれライブビュー画
像Ｗｎ上に表示させる。これにより、撮影者は、露出値が異なる画像を直感的に把握する
ことができ、露出値が調整された所望の画像をタッチすることで容易に露出値を調整する
ことができる。ステップＳ４１０の後、撮像装置１００は、図４のメインルーチンへ戻る
。
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【０１０３】
　ステップＳ４１１において、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の表示領域の所定の
位置に操作情報として露出値が異なる各画像を表示部２０８に表示させる。具体的には、
図２６に示すように、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の表示領域の所定の位置に操
作情報として露出値が異なる各画像を表示部２０８に表示させる。ステップＳ４１１の後
、撮像装置１００は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１０４】
　ステップＳ４１２～ステップＳ４１６は、ステップＳ３１０～ステップＳ３１４それぞ
れに対応する。
【０１０５】
　以上説明した本発明の実施の形態３では、表示制御部２１１ｄが画像処理部２１１ａに
よって生成されたプラス側露出補正画像、マイナス側補正露出画像およびトリミング画像
を操作情報として表示部２０８に表示させる。この結果、撮影者は、露出値が異なる画像
を直感的に把握しながら、露出値が調整された所望の画像をタッチすることで容易に露出
値を調整することができる。
【０１０６】
　なお、本発明の実施の形態３では、表示制御部２１１ｄが操作情報として露出値を調整
した露出値補正画像を表示する場合を説明したが、たとえばコントラスト、階調、彩度お
よび撮影感度等を調整した各種画像を表示することも可能である。さらに、表示制御部２
１１ｄは、画像処理部２１１ａが複数の画像処理を組み合わせた特殊効果処理（アートフ
ィルタ）、たとえば少なくともソフトフォーカス処理またはシェーディング処理を施した
特殊効果画像を操作情報として表示部２０８に表示させてもよい。
【０１０７】
（実施の形態４）
　つぎに、本発明の実施の形態４について説明する。本発明の実施の形態４は、上述した
実施の形態２と同様の構成を有し、撮像装置が行うタッチパネル操作判定・パラメータ変
更処理のみ異なる。このため、以下において、本発明の実施の形態４にかかる撮像装置に
よるタッチパネル操作判定・パラメータ変更処理を説明する。なお、図面の記載において
、同一の部分には同一の符号を付している。
【０１０８】
　図２７は、本実施の形態４にかかる撮像装置１００が行うタッチパネル操作判定・パラ
メータ変更処理の概要を示すフローチャートである。
【０１０９】
　図２７において、ステップＳ５０１～ステップＳ５０５は、上述したＳ２０１～ステッ
プＳ２０５それぞれに対応する。
【０１１０】
　ステップＳ５０６において、制御部４０１は、表示部２０８によって表示されているラ
イブビュー画像に対し、撮影者がタッチしたタッチ位置に顔があるか否かを判断する。具
体的には、制御部４０１は、顔検出部２１１ｂがライブビュー画像から検出した顔の表示
位置と、タッチパネル２０９から入力される位置信号とがほぼ一致するか否かを判断する
。撮影者がタッチしたタッチ位置に顔があると制御部４０１が判断した場合（ステップＳ
５０６：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述するステップＳ５０７へ移行する。一方、撮影者
がタッチしたタッチ位置に顔がないと制御部４０１が判断した場合（ステップＳ５０６：
Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するステップＳ５０８へ移行する。
【０１１１】
　ステップＳ５０７において、表示制御部２１１ｄは、点Ｂと点Ｃとを結ぶ直線上に人に
対応した操作情報の項目を表示部２０８に表示させる。具体的には、図２８に示すように
、表示制御部２１１ｄは、露出補正アイコンＨ１と、色補正アイコンＨ２と、背景ぼかし
アイコンＨ３と、美顔アイコンＨ４と、デカ目アイコンＨ５と、くっきりアイコンＨ６と
を操作情報として表示部２０８に表示させる。露出補正アイコンＨ１は、画像の露出値の
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調整を受け付けるアイコンである。
【０１１２】
　色補正アイコンＨ２は、画像の色補正の調整を受け付けるアイコンである。背景ぼかし
アイコンＨ３は、撮影者がタッチした被写体を中心にピントを合わせることで背景のぼけ
の調整を受け付けるアイコンである。美顔アイコンＨ４は、被写体の肌色部分の細かいコ
ントラストを滑らかにして肌のきめ細かさの調整を受け付けるアイコンである。デカ目ア
イコンＨ５は、撮影者がタッチした被写体の目の大きさの調整を受け付けるアイコンであ
る。くっきりアイコンＨ６は、撮影者がタッチした被写体の各パーツの輪郭の強調の調整
を受け付けるアイコンである。ステップＳ５０７の後、撮像装置１００は、図４のメイン
ルーチンへ戻る。
【０１１３】
　ステップＳ５０８において、表示制御部２１１ｄは、点Ｂと点Ｃとを結ぶ直線上に風景
に対応した操作情報の項目を表示部２０８に表示させる。具体的には、図２９に示すよう
に、表示制御部２１１ｄは、彩度調整アイコンＨ１１と、ぼけ調整アイコンＨ１２とを操
作情報として表示部２０８に表示させる。
【０１１４】
　彩度調整アイコンＨ１１は、画像の彩度の調整を受け付けるアイコンである。ぼけ調整
アイコンＨ１２は、画像のぼけの調整を受け付けるアイコンである。ステップＳ５０８の
後、撮像装置１００は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１１５】
　ステップＳ５０９において、制御部４０１は、表示部２０８によって表示されているラ
イブビュー画像に対し、撮影者がタッチしたタッチ位置に顔があるか否かを判断する。撮
影者がタッチしたタッチ位置に顔があると制御部４０１が判断した場合（ステップＳ５０
９：Ｙｅｓ）、撮像装置１００は、後述するステップＳ５１０へ移行する。一方、撮影者
がタッチしたタッチ位置に顔がないと制御部４０１が判断した場合（ステップＳ５０９：
Ｎｏ）、撮像装置１００は、後述するステップＳ５１１へ移行する。
【０１１６】
　ステップＳ５１０において、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の所定の位置に人に
対応した操作情報の項目（図２８を参照）を表示部２０８に表示させる。その後、撮像装
置１００は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１１７】
　ステップＳ５１１において、表示制御部２１１ｄは、表示部２０８の所定の位置に風景
に対応した操作情報の項目（図２９を参照）を表示部２０８に表示させる。その後、撮像
装置１００は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１１８】
　ステップＳ５１２において、タッチ状態判定部２１１ｃは、撮影者がタッチパネル２０
９のほぼ同じ位置でタッチを継続しているか否かを判定する。撮影者がタッチパネル２０
９のほぼ同じ位置でタッチを継続しているとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（
ステップＳ５１２：Ｙｅｓ）、撮像装置１は、後述するステップＳ５１３へ移行する。一
方、撮影者がタッチパネル２０９のほぼ同じ位置でタッチを継続していないとタッチ状態
判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ５１２：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するス
テップＳ５１８へ移行する。
【０１１９】
　ステップＳ５１３において、タッチ状態判定部２１１ｃは、撮影者が表示部２０８によ
って表示されているライブビュー画像上における操作情報の項目をタッチしたか否かを判
断する。たとえば、タッチ状態判定部２１１ｃは、表示部２０８によって表示されている
ライブビュー画像Ｗｎ上における操作情報のアイコンＨ１～Ｈ６（図２８を参照）のいず
れかをタッチしたか否かを判断する。撮影者が操作情報の項目をタッチしたとタッチ状態
判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ５１３：Ｙｅｓ）、撮像装置１００は、後述
するステップＳ５１４へ移行する。一方、撮影者が所定時間（たとえば３秒）以内に操作
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情報の項目をタッチしていないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ
５１３：Ｎｏ）、撮像装置１は、後述するステップＳ５１８へ移行する。
【０１２０】
　ステップＳ５１４において、表示制御部２１１ｄは、撮影者がタッチした項目を拡大し
て表示部２０８に表示させ、点Ｂと点Ｃとを結ぶ直線上にタッチした項目に対応した帯部
を表示部２０８に表示させる（ステップＳ５１５）。具体的には、図３０に示すように、
表示制御部２１１ｄは、撮影者が露出補正アイコンＨ１をタッチした場合、露出補正アイ
コンＨ１をライブビュー画像Ｗｎ上の左上に拡大して表示するとともに、露出補正アイコ
ンＨ１に対応した帯部Ｋ１を表示部２０８に表示させる。
【０１２１】
　続いて、タッチ状態判定部２１１ｃは、撮影者が表示部２０８によって表示されている
ライブビュー画像Ｗｎ上の帯部Ｋ１にタッチしたか否かを判定する（ステップＳ５１６）
。撮影者が表示部２０８によって表示されているライブビュー画像Ｗｎの帯部Ｋ１にタッ
チしたとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合（ステップＳ５１６：Ｙｅｓ）、撮影
制御部２１１ｅは、撮影者が帯部Ｋ１にタッチしたタッチ位置に従って、撮像装置１００
が撮影する画像のパラメータを変更する（ステップＳ５１７）。その後、撮像装置１００
は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１２２】
　ステップＳ５１６において、撮影者が表示部２０８によって表示されているライブビュ
ー画像Ｗｎ上の帯部Ｋ１にタッチしていないとタッチ状態判定部２１１ｃが判定した場合
（ステップＳ５１６：Ｎｏ）、撮像装置１００は、図４のメインルーチンへ戻る。
【０１２３】
　ステップＳ５１８～ステップＳ５１９は、上述したステップＳ２１１～ステップＳ２１
２にそれぞれ対応する。
【０１２４】
　以上説明した本発明の実施の形態４では、表示制御部２１１ｄがタッチパネル２０９か
ら入力される位置信号に基づいて、撮影者がタッチしたタッチ位置に顔検出部２１１ｂに
よって検出された顔が含まれる場合、人に対応した操作情報の項目を表示部２０８に表示
させる一方、撮影者がタッチしたタッチ位置に顔検出部２１１ｂによって検出された顔が
含まれない場合、風景に対応した操作情報の項目を表示部２０８に表示させる。これによ
り、撮影者は、所望の被写体に適した撮影操作を行うことができる。
【０１２５】
（その他の実施の形態）
　また、上述した実施の形態では、特許請求の範囲、明細書および図面中の動作フローに
関して、便宜上「まず、」や「つぎに、」等を用いて説明したとしても、この順で実施す
ることが必須であることを意味するものではない。
【０１２６】
　また、上述した実施の形態では、撮像装置としてデジタルカメラとして説明していたが
、たとえばデジタル一眼レフカメラ、デジタルビデオカメラおよび２つの撮影機能を有す
る携帯電話やタブレット型携帯機器等の電子機器にも適用することができる。
【符号の説明】
【０１２７】
　１，１００　　　　撮像装置
　２，４００　　　　本体部
　３　　　　　　　　レンズ部
　２０１　　　　　　撮像部
　２０２　　　　　　撮像駆動部
　２０３　　　　　　信号処理部
　２０４　　　　　　発光部
　２０５　　　　　　タイマー



(19) JP 5855862 B2 2016.2.9

10

　２０６　　　　　　第１通信部
　２０７　　　　　　操作入力部
　２０８　　　　　　表示部
　２０９　　　　　　タッチパネル
　２１０　　　　　　記憶部
　２１１，４０１　　制御部
　２１１ａ　　　　　画像処理部
　２１１ｂ　　　　　顔検出部
　２１１ｃ　　　　　タッチ状態判定部
　２１１ｄ　　　　　表示制御部
　２１１ｅ　　　　　撮影制御部
　４０１ｆ　　　　　トリミング画像生成部

【図１】
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【図３】
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